
　
ふ
じ
の
・
ひ
で
あ
き
　
横
須
賀
市
生
ま
れ
。
横
須
賀
市

議

無
所
属
。
県
立
横
須
賀
高
校
、
早
稲
田
大
を
経
て

１
９
９
８
年
、
東
宝
に
入
社
。
２
０
０
３
年
の
統
一
地
方

選
で
横
須
賀
市
議
選
に
立
候
補
し
、
初
当
選
。

年
に
２

期
目
の
当
選
を
果
た
す
。

年
発
足
の

地
域
の
自
殺
対

策
を
推
進
す
る
地
方
議
員
有
志
の
会

の
初
代
代
表

年
退
任
。
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
も
持
つ
。

歳
。

文 石橋　学　写真 立石　祐志

横須賀市議／藤野英明さん

「孤独なのはあなただけじゃない」　　　　
　◆全国と県内の自殺者数　警察庁のまとめでは
年の全国の自殺者数は３万 人 この年の交通

事故による死者 人 の 倍で ３万人を超え

たのは 年から 年連続 県内では 年は前年比
人増の 人で 万人あたりの自殺者数は 人 全
国は 人 だった

　
聖
な
る
夜
、
そ
の
闇
に
光
を

差
し
込
み
た
く
て
駅
頭
に
立
っ

た
。

月

日
、
京
急
線
横
須

賀
中
央
駅
で
の

ひ
と
り
自
殺

予
防
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

　

孤
独
な
の
は
あ
な
た
だ
け

じ
ゃ
な
い
。
私
と
は
知
り
合
い

で
は
な
い
け
れ
ど
、
孤
独
と
い

う
一
点
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

そ
う
伝
え
た
い

　
す
る
と
激
励
し
て
く
れ
る
人

が
一
人
、
ま
た
一
人
。
う
れ
し

く
も
あ
り
、
で
も
、
嘆
く
べ
き

こ
と
で
は
な
い
か
。
全
国
の
自

殺
者
は

年
連
続
で
３
万
人
を

突
破
。
も
う
異
常
と
は
呼
べ

な
い
。
こ
の
数
が
当
た
り
前
な

社
会
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

共
感
の
輪
は
、
切
実
さ
の
広
が

り
を
意
味
し
て
い
た
。

■
□
■

　
人
口

万
人
。軍
都
に
し
て
、

新
自
由
主
義
、
自
己
責
任
を
か

ざ
し
、
社
会
の
様
相
を
一
変
さ

せ
た
張
本
人
か
も
し
れ
ぬ
首
相

を
生
ん
だ
保
守
王
国
、横
須
賀
。

小
泉
批
判
を
し
た
ら
、
銭
湯

で

も
う
来
な
い
で
く
れ

っ

て
。
自
身
の
地
元
で
も
あ
る

そ
の
街
で
自
殺
予
防
を
訴
え
、

市
議
に
な
っ
た
。
い
ち
早
く
対

策
連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

自
殺
未
遂
者
対
策
に
動
き
だ
す

市
行
政
の
先
進
性
は
、
そ
の
存

在
を
抜
き
に
語
れ
な
い
。

　
身
勝
手
で
も
、
自
ら
選
ん
だ

死
で
も
な
い
。
初
当
選
か
ら
７

年
、
追
い
込
ま
れ
た
死
。
社

会
的
な
取
り
組
み
で
防
げ
る
死

だ

と
呼
び
掛
け
て
き
た
。

　
そ
こ
に
あ
る
反
問
と
自
責
を

伴
い
な
が
ら
。

　

で
は
、
な
ぜ
止
め
ら
れ
な

か
っ
た
の
か

　
同
い
年
の
恋
人
が
自
殺
し
た

の
は
２
０
０
２
年
冬
、
本
屋
で

好
き
な
推
理
小
説
を
３
冊
買
っ

た
直
後
だ
っ
た
。

　

統
合
失
調
症
を
抱
え
て
い

た
が
、
病
状
は
落
ち
着
い
て
い

た
。遺
書
や
日
記
を
読
ん
で
も
、

原
因
は
分
か
ら
な
い
。
当
時

歳
。東
宝
を
辞
め
て
の
転
身
、

そ
の
原
点
が
大
切
な
人
を
失
っ

た
悲
嘆
で
あ
る
な
ら
、
い
ま
背

中
を
押
す
の
は

不
全
感
。

尽
き
な
い

な
ぜ

の
問
い
、

後
を
絶
た
な
い
不
幸
な
死
、
そ

し
て
こ
の
社
会
の
生
き
づ
ら

さ
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば

。

■
□
■

　
夜
、
食
事
を
済
ま
せ
、
皿
を

洗
う
。
洗
剤
を
手
に
ふ
と
頭
を

よ
ぎ
る
。
こ
れ
を
飲
み
干
せ

ば
、
確
実
に
死
ね
る
。
昨
年
、

自
身
の
う
つ
病
と
パ
ニ
ッ
ク
障

害
を
公
表
し
た
。
き
の
う
も

一
昨
日
も
考
え
た
。
生
き
て
い

る
価
値
、
い
ま
や
っ
て
い
る
こ

と
の
意
味
な
ん
て
ど
こ
に
あ
る

の
か
、
と
。
そ
れ
に
、
彼
女
は

も
う
帰
っ
て
こ
な
い
。
政
治

家
と
し
て
、
軽
く
な
い
独
白
。

　
で
も
、だ
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

携
帯
電
話
に
は
連
日
、
相
談
が

寄
せ
ら
れ
る
。
今
日
一
日
、

生
き
延
び
た
。
そ
れ
だ
け
で
よ

か
っ
た
で
す
ね
。
行
き
つ
け

の
カ
フ
ェ
に
、
息
子
を
突
然
失

っ
た
父
親
が
訪
ね
来
て
、
涙
を

ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
落
と
す
。
ど
う

ぞ
、
悲
し
み
に
暮
れ
て
く
だ
さ

い
。
寄
り
添
う
ま
な
ざ
し
、

そ
こ
だ
け
は
揺
る
ぎ
な
い
。

　
自
分
は
自
殺
を
止
め
る
側
。

な
の
に
、
こ
の
苦
し
み
を
ほ
か

の
人
に
も
与
え
て
い
い
の
か
。

そ
の
思
い
が
踏
み
と
ど
ま
ら
せ

て
い
る

■
□
■

　
先
輩
議
員
は
た
し
な
め
た
。

も
っ
と
大
勢
を
救
う
た
め
に

政
治
家
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
で
は
電
話
の
向
こ
う
、

誰
か
の
苦
し
み
は
、
大
事
の
前

の
小
事
な
の
だ
ろ
う
か
。違
う
。

小
さ
く
と
も
、
そ
の
人
に
と

っ
て
は
す
べ
て
だ
。
一
昨
年

１
０
７
人
だ
っ
た
市
内
の
自
殺

者
が
、
暫
定
値
な
が
ら
昨
年

人
に
減
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
の

は
、
今
年
１
月
。
良
か
っ
た

と
、
わ
ず
か
で
も
思
っ
た
自
分

を
恥
じ
た
。

人
と
そ
の
家
族

を
思
え
ば
、
喜
べ
な
い

　
政
治
は
大
局
を
語
る
。
夢
を

持
と
う
、
あ
る
い
は
誰
も
が
希

望
を
持
て
る
社
会
を
、
と
。
で

も
夢
や
希
望
が
な
く
て
も
、
人

は
生
き
る
。
あ
り
き
た
り
の
理

念
か
ら
は
処
方
せ
ん
は
見
い
だ

せ
な
い
し
、
そ
れ
は
や
が
て
一

過
性
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
終
わ
る

だ
ろ
う
。

　

取
り
戻
せ
な
い
失
わ
れ
た

も
の
、
決
し
て
か
な
う
こ
と
の

な
い
思
い
を
抱
え
な
が
ら
、
生

き
る
し
か
な
い
の
が
人
間
な
の

か
と
、
思
え
る
と
き
も
あ
る

　
彼
女
の
墓
前
、
交
わ
し
た
約

束
が
あ
る
。

　

死
な
な
い
う
ち
は
、
生
き

る　
こ
れ
か
ら
も

な
ぜ

を
問

い
続
け
る
。自
ら
に
、そ
し
て
、

こ
の
街
の
ど
こ
か
で
耳
を
澄
ま

し
て
い
る
あ
な
た
に

。

と向き合う自殺

リコールで米公聴会県条例めぐり控訴審
◇ 日 月

　▽１月の全国スーパー売上高 東京都千
代田区・東商
　▽電通　 年の広告費 東商
　▽アジア太平洋経済協力会議 ＡＰＥＣ
第１回高級事務レベル会合 ～ 日 広島
市
　▽世界貿易機関 ＷＴＯ 一般理事会 ～
日 スイス・ジュネーブ

◇ 日 火
　▽米下院エネルギー・商業委員会がトヨ
タ自動車リコール問題で公聴会 ワシント
ン
　▽皇太子さま 歳の誕生日
　▽定年後再雇用をめぐる東京都立高校元
教員の地位確認訴訟の控訴審判決 東京高
裁
　▽鳥取県米子市の２人殺害事件で裁判員
裁判の初公判 鳥取地裁
　▽サッカー　アジア・チャンピオンズリ
ーグ１次リーグ　Ｆ組　鹿島―長春 中国
カシマスタジアム

◇ 日 水
　▽ 年度予算案の中央公聴会 国会
　▽法制審議会 法務省
　▽米下院監視・政府改革委員会が豊田社
長出席でトヨタ車リコール問題の公聴会
ワシントン

　▽昨年８月の衆院選をめぐる １票の格
差 訴訟の判決 東京高裁
　▽監禁殺害事件の警視庁捜査をめぐる損
賠訴訟の控訴審判決 東京高裁
　▽沖縄県読谷村の男性ひき逃げ死亡事故
で米兵の初公判 那覇地裁
　▽サッカー　アジア・チャンピオンズリ
ーグ１次リーグ　Ｈ組　広島―山東 中国
広島市・広島ビッグアーチ

　▽バンクーバー冬季五輪第 日　フィギ
ュアスケート女子シングルＳＰ 現地時間
日

◇ 日 木
　▽知事選告示 石川
　▽ウクライナ大統領就任式 キエフ
　▽国公立大学前期日程試験開始
　▽神奈川県独自の 臨時特例企業税 条
例をめぐる条例無効確認訴訟の控訴審判決
東京高裁

　▽成田空港反対派・団結小屋明け渡し訴
訟の判決 千葉地裁

◇ 日 金
　▽１月の鉱工業生産指数速報 経産省
　▽１月の自動車生産 輸出実績 東京都
港区・自動車会館
　▽タイのタクシン元首相一族の資産没収
をめぐる最高裁判決 バンコク
　▽名古屋刑務所の１人死亡特別公務員暴
行陵虐致死事件で副看守長らの控訴審判決
名古屋高裁

　▽ 水俣病不知火患者会 集団損賠訴訟
の和解協議 熊本地裁
　▽バンクーバー冬季五輪第 日　フィギ
ュアスケート女子シングルフリー 現地時
間 日

◇ 日 土
　▽将棋　棋王戦５番勝負第２局 金沢市
・北國新聞会館
　▽柔道　ワールドカップ ～ 日 プラ
ハほか

◇ 日 日
　▽家電量販店さくらや全店閉店 東京都
ほか
　▽ラグビー　日本選手権決勝 秩父宮
　▽陸上　東京マラソン 東京都庁前―東
京ビッグサイト
　 注 五輪日程に限り日本時間

敦賀原発１号機
年７月 福井県敦賀市

福井県了承、年超運転へ

桑原　道夫
副社長

敦賀原発１号機

長崎県知事選で与党敗北小沢氏進退再浮上も

長
崎
県
知
事
選
で
当
選
を
決
め
、
万
歳
す
る
中
村
法
道
氏
中
央

日
夜
、
長
崎
市

無人偵察機「目」開発へ共同研究の書簡交換日米両政府

政権交代の熱気冷める

　　　解
　説
　

　

　
長
崎
県
知
事
選
の
与
野
党
対

決
を
野
党
側
が
制
し
た
こ
と

は
、
政
権
交
代
を
実
現
さ
せ
た

熱
気

が

急
速
に
冷
め
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

そ
の
背
景
に
米
軍
普
天
間
基
地
移
設
問
題
な

ど
で
混
迷
を
続
け
る
鳩
山
政
権
へ
の
不
信
感

が
あ
る
の
は
間
違
い
な
く
、
民
主
党
の
今
後

の
選
挙
戦
略
に
も
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

　
同
県
で
民
主
党
は
、
追
い
風
に
乗
っ
た
過

去
２
回
の
参
院
選

改
選
数
１

の
連
勝
に

加
え
て
、
昨
年
の
衆
院
選
で
は
４
小
選
挙
区

で
全
勝
。
自
民
党
を
支
援
し
て
き
た
元
同
党

衆
院
議
員
の
金
子
原
二
郎
知
事
を
４
選
断
念

に
導
く
結
果
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
昨
秋
ま
で
の
知
事
選
の
前

評
判
は

与
党
優
位

で
、
当
初
は
自
民
党

も
相
乗
り
を
模
索
。
前
副
知
事
の
擁
立
を
決

め
た
後
も

自
民

を
掲
げ
て
戦
え
る
状

況
で
は
な
い

県
連
幹
部

と
、
推
薦
を

控
え
た
の
が
実
情
だ
っ
た
。

　
だ
が
、
民
主
党
の

政
治
と
カ
ネ

問
題

な
ど
に
よ
る
昨
年
末
以
降
の
内
閣
支
持
率
急

落
で

勝
て
る

と
み
た
自
民
党
は
、
党
幹

部
ら
も
応
援
入
り
す
る
総
力
態
勢
に
切
り
替

え
、
一
気
に
反
転
攻
勢
を
か
け
た
。

　
民
主
党
も
閣
僚
や
党
幹
部
ら
を
次
々
と
投

入
し
、
防
戦
に
努
め
た
。
た
だ
、
党
所
属
の

地
方
議
員
が
少
な
い
な
ど
、
下
支
え
の
組
織

力
と
運
動
量
で
劣
る
た
め
に
形
勢
逆
転
を
許

し
た
格
好
。
農
村
部
で
大
差
を
つ
け
ら
れ
た

こ
と
が
そ
れ
を
裏
付
け
て
お
り
、
逆
風
下
で

の

弱
さ

を
露
呈
し
た
と
い
え
る
。

核なき世界へ連携捕鯨問題では対立日豪外相共同声明

　
１
９
７
０
年
に
運
転
を
始
め

た
国
内
最
古
の
商
業
炉
、
敦
賀

原
発
１
号
機
福
井
県
敦
賀
市

に
つ
い
て
、
同
県
の
西
川
一
誠

知
事
と
河
瀬
一
治
・
敦
賀
市
長

は

日
、
日
本
原
子
力
発
電
に

よ
る
２
０
１
６

年
ま
で
の
運
転

継
続
の
方
針
を

了
承
す
る
考
え

を
初
め
て
表
明

し
た
。

日
に

日
本
原
電
に
伝

え
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
同
１
号
機
が

日
本
の
原
発
で
初
め
て

年
を

超
え
て
運
転
す
る
こ
と
が
確

定
。
国
内
で
は

年
ま
で
に
同

機
を
含
む
原
発
９
基
が
相
次
い

で
運
転

年
を
超
え
る
見
通
し

で
、
各
事
業
者
の
存
廃
の
判
断

に
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。
同
１

号
機
の
運
転
は
３
月

日
に

年
目
に
入
る
。

　
河
瀬
市
長
は
福
井
県
庁
で

地
域
経
済
の
影
響
な
ど
を
考

え
れ
ば
、
安
全
な
原
発
な
ら
運

転
延
長
は
や
ぶ
さ
か
で
な
い

と
西
川
知
事
に
伝
達
。
知
事
は

敦
賀
市
や
県
議
会
の
意
見
を

踏
ま
え
、
県
も
了
承
す
る

と

し
た
。

　
１
号
機
に
つ
い
て
日
本
原
電

は
当
初
、
増
設
す
る
３
、
４
号

機
の
運
転
開
始
に
合
わ
せ

年

に
運
転
を
終
え
る
と
し
て
い
た

が
、
国
の
耐
震
指
針
改
定
で
着

工
は
遅
延
。

　
３
号
機
の
運
転
開
始
は

年

に
延
期
、
１
号
機
も
運
転
継
続

の
方
針
に
転
換
し
、
既
に
国
が

今
後

年
間
の
保
守
管
理
方
針

を
認
め
て
い
る
。
関
西
電
力
も

今
年

月
に

年
を
迎
え
る
美

浜
原
発
１
号
機

福
井
県
美
浜

町
の
運
転
を
継
続
す
る
方
針
。

一
方
、
中
部
電
力
は
１
９
７
０

年
代
後
半
に
運
転
を
始
め
た
浜

岡
原
発

静
岡
県
御
前
崎
市

１
、
２
号
機
を

廃
炉
に
し
、
６

号
機
を
新
設
す

る
。

　Ｂ版　 月曜日年 平成 年 月 日第３種郵便物認可

ダ
イ
エ
ー
社
長

桑
原
氏
に
内
定

　
　
　
　
　
　

丸
紅
出
身
、今
週
中
に
も

　
ダ
イ
エ
ー
が
、
筆
頭
株
主
の

丸
紅
か
ら
桑
原
道
夫
副
社
長

を
社
長
に
迎
え
る
ト
ッ
プ

人
事
を
固
め
た
こ
と
が
、

日

分
か
っ
た
。
丸
紅
出
身
の
西
見

徹
社
長

は
退
任
。
正
式
に

は
５
月
の
株
主
総
会
後
の
取
締

役
会
で
決
め
る
。
今
週
中
に
も

内
定
す
る
予
定
だ
。
丸
紅
は
２

代
続
け
て
社
長
を
派
遣
し
、
ダ

イ
エ
ー
の
経
営
再
建
を
引
き
続

き
後
押
し
す
る
姿
勢
を
明
確
に

す
る
。

　
ダ
イ
エ
ー
は
、
拡
大
路
線
が

裏
目
と
な
り
業
績
が
悪
化
し
て

産
業
再
生
機
構
の
支
援
を
受

け
、
そ
の
後
は
丸
紅
、
イ
オ
ン

と
資
本
業
務
提
携
を
結
び
再
建

を
進
め
て
い
る
。

　
た
だ
個
人
消
費
の
低
迷
を
背

景
に
２
０
１
０
年
２
月
期
で
２

年
連
続
の
純
損
失
を
計
上
す
る

見
込
み
と
厳
し
い
状
況
。
丸
紅

で
流
通
分
野
を
担
当
し
、
ダ
イ

エ
ー
の
社
外
監
査
役
も
務
め
る

桑
原
氏
が
陣
頭
指
揮
を
執
り
、

立
て
直
し
を
急
ぐ
考
え
だ
。
イ

オ
ン
が
派
遣
し
て
い
る
川
戸
義

晴
会
長

は
続
投
す
る
見
通

し
。

ダ
ル
フ
ー
ル
紛
争

停
戦
で
暫
定
合
意

　
　
　
　
　
　

ス
ー
ダ
ン
政
府
と
Ｊ
Ｅ
Ｍ

　

カ
イ
ロ
共
同

Ａ
Ｐ
通
信

に
よ
る
と
、
ス
ー
ダ
ン
西
部
ダ

ル
フ
ー
ル
地
方
の
紛
争
を
め
ぐ

り
、
ス
ー
ダ
ン
政
府
と
主
要
反

政
府
組
織
正
義
と
平
等
運
動

Ｊ
Ｅ
Ｍ

は

日
、
隣
国
チ

ャ
ド
の
首
都
ヌ
ジ
ャ
メ
ナ
で
、

停
戦
に
関
す
る
暫
定
合
意
に
調

印
し
た
。
チ
ャ
ド
の
デ
ビ
大
統

領
が
発
表
し
た
。

　
恒
久
停
戦
や
今
後
の
和
平
交

渉
の
枠
組
み
に
関
す
る
暫
定
的

な
も
の
で
、

日
に
カ
タ
ー
ル

の
首
都
ド
ー
ハ
で
正
式
に
調

印
。
さ
ら
に
３
月

日
ま
で
の

最
終
的
な
和
平
合
意
を
目
指
し

て
ド
ー
ハ
で
交
渉
を
行
う
と
い

う
。
２
０
０
３
年
以
降
、
ア
ラ

ブ
系
の
中
央
政
府
に
対
す
る
黒

人
系
勢
力
の
反
政
府
活
動
の
激

化
な
ど
に
伴
い
死
者
約

万
人

を
出
し
た
と
さ
れ
る
ダ
ル
フ
ー

ル
紛
争
は
、
解
決
に
向
け
て
一

歩
前
進
し
た
。

　
日
米
両
政
府
は
偵
察
用
無
人

機
Ｕ
Ａ
Ｖ
の
目
に
相
当
す

る
装
置
の
共
同
研
究
に
乗
り
出

す
。
相
互
防
衛
援
助
協
定
に
基

づ
き
、岡
田
克
也
外
相
が

日
、

ル
ー
ス
駐
日
米
大
使
と
共
同
研

究
に
関
す
る
書
簡
を
交
換
し

た
。
日
米
が
推
進
す
る
防
衛
協

力
の
一
環
で
、
衛
星
利
用
測
位

シ
ス
テ
ム

Ｇ
Ｐ
Ｓ

が
敵
の

電
波
妨
害
な
ど
で
使
え
な
く
な

る
状
況
を
想
定
し
た
技
術
だ
。

　
た
だ
米
軍
の
無
人
偵
察
機
は

攻
撃
能
力
も
備
え
て
お
り
、
パ

キ
ス
タ
ン
で
の
テ
ロ
掃
討
作
戦

で
爆
撃
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

米
兵
の
死
傷
を
避
け
た
い
米
政

府
は
、
無
人
機
に
よ
る
戦
闘
を

拡
大
し
て
い
く
方
向
。
国
際
紛

争
を
助
長
す
る
攻
撃
用
兵
器
や

技
術
の
輸
出
禁
止
を
基
本
的
な

考
え
方
と
す
る
武
器
輸
出
三
原

則
と
の
絡
み
で
、
論
議
を
呼
ぶ

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　
防
衛
省
に
よ
る
と
、
共
同
研

究
す
る
装
置
は

画
像
ジ
ャ
イ

ロ

と
呼
ば
れ
る
。
機
体
に
取

り
付
け
た
複
数
の
カ
メ
ラ
で
地

上
を
撮
影
し
、
画
像
情
報
を
小

型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
解
析
し

て
位
置
を
把
握
、
飛
行
を
制
御

す
る
仕
組
み
だ
。

　
日
米
は
相
互
防
衛
援
助
協
定

に
基
づ
き
、
装
備
・
技
術
面
で

の
協
力
を
深
化
さ
せ
て
い
る
。

日
本
の
武
器
輸
出
三
原
則
に
関

し
て
は
、
米
国
に
限
り
技
術
供

与
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
も

ミ
サ
イ
ル
防
衛

Ｍ
Ｄ

関
連

や
レ
ー
ダ
ー
技
術
な
ど
の
共
同

研
究
・
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　
与
野
党
対
決
の
構
図
と
な
っ

た
長
崎
県
知
事
選
で

日
、
与

党
推
薦
候
補
が
敗
れ
た
。
小
沢

一
郎
民
主
党
幹
事
長
や
鳩
山
由

紀
夫
首
相
の

政
治
と
カ
ネ

問
題
が
大
き
な
敗
因
と
な
っ
た

の
は
確
実
で
、
い
っ
た
ん
は
沈

静
化
し
た
小
沢
氏
の
進
退
問
題

が
、
夏
の
参
院
選
を
に
ら
み
再

浮
上
す
る
可
能
性
も
出
て
き

た
。

本
記
１
面
に
　

　
勢
い
づ
く
自
民
党
の
谷
垣
禎

一
総
裁
、
大
島
理
森
幹
事
長
、

川
崎
二
郎
国
対
委
員
長
は

日
夜
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
会
談
。

与
党
側
の
強
引
な
国
会
運
営
に

待
っ
た
を
か
け
る
好
機
と
見

て
、
政
治
資
金
問
題
を
め
ぐ
る

参
考
人
招
致
な
ど
を
強
く
求
め

る
た
め

日
の
衆
院
予
算
委
員

会
へ
の
出
席
を
拒
否
す
る
方
針

を
固
め
た
。
予
算
審
議
は
混
乱

必
至
と
な
っ
た
。

　
鳩
山
政
権
は
２
０
１
０
年
度

予
算
案
を
早
期
に
成
立
さ
せ
、

子
ど
も
手
当
な
ど
主
要
政
策
実

行
や
事
業
仕
分
け
第
２
弾
な
ど

で
立
て
直
し
を
図
る
。
た
だ
、

小
沢
氏
や
首
相
の
資
金
問
題
を

克
服
で
き
な
け
れ
ば
、
参
院
選

を
戦
え
な
い
と
の
懸
念
が
拡

大
。
特
に
収
支
報
告
書
虚
偽
記

入
事
件
で
元
秘
書
の
衆
院
議
員

ら
が
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
た
小
沢

氏
に
は
、
党
内
で
厳
し
い
声
が

高
ま
り
か
ね
な
い
。

　
小
沢
氏
の
衆
院
政
治
倫
理
審

査
会
出
席
な
ど
を
強
く
拒
否
し

て
き
た
姿
勢
も
、
世
論
を
に
ら

み
再
検
討
を
迫
ら
れ
そ
う
だ
。

５
月
決
着
の
期
限
を
控
え
る
米

軍
普
天
間
飛
行
場
移
設
問
題
も

含
め
、
政
権
運
営
が
よ
り
険
し

さ
を
増
す
の
は
間
違
い
な
い
。

　
一
方
、
支
援
候
補
が
勝
利
し

た
自
民
党
は
、
昨
年
の
野
党
転

落
か
ら
の
退
潮
ム
ー
ド
に
歯
止

め
を
か
け
、
党
勢
回
復
の
足
掛

か
り
を
得
た
と
安

す
る
。
た

あ
ん
ど

だ
各
種
世
論
調
査
で
は
、
内
閣

支
持
率
下
落
が
自
民
党
の
政
党

支
持
率
上
昇
に
直
結
し
て
お
ら

ず
、
反
転
攻
勢
が
本
格
軌
道
に

乗
る
か
は
依
然
見
通
せ
な
い
。

　

パ
ー
ス
共
同

オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
を
訪
問
中
の
岡
田
克
也

外
相
は

日
、
ス
ミ
ス
外
相
と

同
国
西
部
の
パ
ー
ス
で
会
談

し
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
が
提
唱

し
た

核
兵
器
の
な
い
世
界

実
現
へ
の
連
携
を
う
た
っ
た
共

同
声
明
を
発
表
し
た
。
捕
鯨
問

題
で
は
、
ス
ミ
ス
氏
が
共
同
記

者
会
見
で
国
際
司
法
裁
判
所
に

提
訴
す
る
可
能
性
に
言
及
し
、

日
豪
間
の
対
立
が
表
面
化
し

た
。

関
連
記
事
面
に
　

　
共
同
声
明
は

核
抑
止
力
の

役
割

を
認
め
た
上
で
、
非
核

保
有
国
へ
の
核
兵
器
使
用
禁
止

な
ど
を
目
指
し
、
議
論
を
深
め

る
と
も
明
記
。
核
軍
縮
・
不
拡

散
を
め
ぐ
り
５
月
に
予
定
さ
れ

る
核
拡
散
防
止
条
約
Ｎ
Ｐ
Ｔ

再
検
討
会
議
へ
緊
密
に
連
携
す

る
方
針
も
確
認

し
た
。

　
核
開
発
を
続

け
る
北
朝
鮮
に

は
６
カ
国
協
議

へ
の
即
時
復
帰

を
求
め
る
と
と

も
に
、
国
連
の

全
加
盟
国
に
対

北
朝
鮮
制
裁
決

議
の
履
行
を
要
請
。
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
の
平
和
と
繁
栄
に

は
米
国
の
関
与
が
重
要

と
指

摘
し
、
日
米
豪
３
カ
国
の
協
力

強
化
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
自
衛
隊
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

軍
が
相
互
に
食
料
や
燃
料
な
ど

を
提
供
す
る
物
品
役
務
相
互
提

供
協
定

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ａ

の
締
結

に
向
け
た
協
議
を
３
月
上
旬
か

ら
始
め
る
こ
と
で
も
合
意
し

た
。

　
ス
ミ
ス
氏
は
共
同
会
見
で
、

捕
鯨
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

国
際
捕
鯨
委
員
会
Ｉ
Ｗ
Ｃ

で
解
決
で
き
な
け
れ
ば
国
際
司

法
裁
判
所
に
持
ち
込
み
、
南
洋

で
の
調
査
捕
鯨
停
止
を
求
め

る

と
明
言
し
た
。
岡
田
氏
は

非
常
に
残
念
だ
。
Ｉ
Ｗ
Ｃ
ま

た
は
２
国
間
で
し
っ
か
り
協
議

す
べ
き
だ

と
反
論
。
一
方
で

同
行
記
者
団
に

提
訴
さ
れ
る

可
能
性
は
あ
る
。
司
法
の
場
で

決
着
す
る
の
も
合
理
的
な
解
決

方
法
だ

と
述
べ
、
裁
判
に
な

れ
ば
日
本
の
主
張
を
強
く
訴
え

る
考
え
も
示
し
た
。

　
た
だ
双
方
は
、
捕
鯨
問
題
が

日
豪
関
係
全
体
に
悪
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
努
力
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
認
識
で
は
一
致
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
寄
港
地
と

し
て
い
る
米
環
境
保
護
団
体
シ

ー
・
シ
ェ
パ
ー
ド
に
よ
る
日
本

の
調
査
捕
鯨
船
へ
の
妨
害
行
為

に
つ
い
て
も
、
双
方
が

攻
撃

的
な
活
動
で
容
認
で
き
な
い

と
非
難
し
足
並
み
を
そ
ろ
え

た
。


